
近
江
八
幡
開
町
の
祖
「
豊
臣
秀
次
」
と
「
八
幡
商
人
」

　【
安
南
屋

　西
村 

太
郎
右
衛
門
】（
新
町 

市
立
資
料
館
）

　

江
戸
時
代
初
期
の
近
江
商
人
。安
南（
現
ベ
ト
ナ
ム
）に
渡
り
巨
利
を
博
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
村
家
は
近
江
佐
々
木
氏
の
一
族
よ
り
分
れ
、織
田
信
長
安
土
城
築
城
時
に
愛
知
郡
小
幡
庄
田
村（
現
東
近
江

市
）よ
り
移
住
し
た
布
施
源
左
衛
門
の
弟
の
嫡
男
嘉
右
衛
門
が
西
村
と
称
し
た
の
を
初
代
と
し
ま
す
。な
お
、布
施
源

左
衛
門
の
家
系
は
こ
の
後
、代
々
西
谷（
最
上
屋
）と
称
し
ま
し
た
。西
村
太
郎
右
衛
門
は
初
代
西
村
嘉
右
衛
門（
綿

屋
）の
次
男
と
し
て
１
６
０
３
年
（
慶
長
8
年
）頃
に
誕
生
し
ま
し
た
。初
代・二
代
目
西
村
嘉
右
衛
門
は
八
幡
き
っ

て
の
豪
商
と
な
り
蚊
帳
、繰
綿
を
商
い
、共
に
近
江
八
幡
の
町
総
年
寄
を
勤
め
名
字
帯
刀
が
許
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
近
江
商
人
は
、
東
北
地
方
か
ら
九
州
に
か
け
て
各
地
に
、
行
商
や
出
店
に
手
を
延
ば
し
、
着
々
と

そ
の
地
歩
を
固
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
旺
盛
な
開
拓
精
神
は
、
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
、
海
外
発
展
の
夢
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
人
こ
そ
、
西
村
太
郎
右
衛
門
と
い
え
ま
す
。
幼
少
時
代
か
ら
負

け
ず
嫌
い
の
腕
白
坊
主
だ
っ
た
と
い
わ
れ
、
兄
と
共
に
、
父
の
家
業
で
あ
る
蚊
帳
、
木
綿
の
商
い
の
手
助
け

を
し
、
遠
近
の
国
々
を
歩
き
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

近
江
八
幡
の
町
は
、
も
と
も
と
豊
臣
秀
次
の
城
下
町
と
し
て
つ
く
ら
れ
、
つ
い
で
京
極
高
次
が
領
主
と
な

り
、
高
次
お
よ
び
そ
の
父
高
吉
は
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
、
外
人
宣
教
師
も
こ
の
町
に
出

入
り
し
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
町
民
の
中
に
も
宣
教
師
を
通
じ
て
世
界
の
情
勢
を

知
る
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
す
。
太
郎
右
衛
門
の
兄
二
代
目
西
村
嘉
右
衛
門
は

1
6
0
0
年
頃
（
慶
長
5
年
）
に
生
ま
れ
、
当
時
、
海
外
貿
易
の
一
方
の
雄
に
京
都
の

角
倉
了
以
（
す
み
の
く
ら
り
ょ
う
い
）
が
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
角
倉
船
と
呼
ば
れ
た

大
船
を
、
南
方
ア
ジ
ア
の
各
地
に
走
ら
せ
、
大
き
な
利
益
を
得
て
い
ま
し
た
。
角
倉
家

は
近
江
源
氏
佐
々
木
氏
か
ら
出
て
、
吉
田
氏
を
名
の
り
、
代
々
医
を
業
と
し
て
い
た
が
、

の
ち
京
都
嵯
峨
の
角
倉
に
移
っ
て
角
倉
の
姓
を
名
の
り
ま
し
た
。
一
方
、
西
村
家
の
祖

先
も
、
佐
々
木
の
家
臣
と
し
て
一
城
の
主
で
あ
っ
た
布
施
氏
か
ら
分
か
れ
て
お
り
、
こ

と
に
当
時
、
貿
易
の
こ
と
を
引
き
受
け
て
い
た
角
倉
与
一（
了
以
の
長
子
）の
叔
父
宗
恂

が
豊
臣
秀
次
の
侍
医
と
し
て
八
幡
に
と
ど
ま
っ
た
際
、
太
郎
右
衛
門
の
父
と
も
交
渉
が

あ
っ
た
り
し
て
両
家
は
少
な
か
ら
ぬ
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

太
郎
右
衛
門
の
安
南
渡
航
に
つ
い
て
は
、「
九
州
よ
り
出
た
船
が
難
破
し
安
南
に
た
ど
り
着

い
た
」説
、角
倉
與
一
に
よ
る
角
倉
船
な
ど
の「
朱
印
船
に
乗
り
込
ん
だ
」な
ど
の
説
が
あ
り
実

際
の
渡
航
手
段
は
不
明
で
あ
り
ま
す
が
、九
州
沖
の
難
破
船
が
安
南
に
辿
り
着
く
こ
と
は
難

し
く
、安
南
で
の
貿
易
等
を
目
指
し
朱
印
船
等
の
貿
易
船
に
乗
り
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

西
村
家
の
本
家
に
当
た
る
西
谷
家
過
去
帳
に
よ
れ
ば「
太
郎
右
衛
門
は
安
南
国
交
趾
に
住
し
た
」

と
さ
れ
、日
本
人
街
が
確
認
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
イ
フ
ォ
に
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。な
お
、太
郎

右
衛
門
は
城
の
攻
防
戦
の
最
中
に
安
南
に
上
陸
し
、城
防
衛
側
に
味
方
し
て
勝
ち
を
収
め
た
こ
と
か
ら
そ
の
地
の

王
の
信
頼
を
得
、巨
万
の
富
を
得
た
と
の
話
も
あ
り
ま
す
。1
6
4
7
年（
正
保
4
年
）3
月
吉
日
付
け
に
て
西
村

太
郎
右
衛
門
よ
り
近
江
八
幡
の
日
牟
礼
八
幡
宮
に
献
納
さ
れ
た「
安
南
渡
海
船
額（
絵
馬
）」一
面
が
同
八
幡
宮
に

あ
り
、重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
絵
馬
は
一
説
に
よ
る
と
鎖
国
を
押
し
て
多
く
の
財
宝
と
共
に
帰

国
し
た
太
郎
右
衛
門
が
、結
局
上
陸
を
認
め
ら
れ
ず
、已
む
無
く
船
上
に
長
崎
の
絵
師
菱
川
孫
兵
衛
を
呼
び
寄

せ
自
分
を
モ
デ
ル
に
書
か
せ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、一
般
的
に
は
他
の
安
南
在
住
者
で
あ
る
伊
勢
松
坂
角
屋
七
郎

兵
衛
と
同
様
に
安
南
よ
り
日
本
に
発
注
し
書
か
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。西
谷
家
過
去
帳
で
は
こ
の
絵

馬
に
つ
い
て「
大
唐
安
南
国
に
お
い
て
死
、當
處
八
幡
宮
に
歸
國
心
願
の
繪
馬
あ
り
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。西
村
太

郎
右
衛
門
は
、絵
馬
奉
納
の
4
年
後
の
1
6
5
1
年
3
月
31
日
に
満
49
歳
で
死
去
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

   

◆
抽
選
で
5
名
様

　
　
　葦
う
ど
ん
お
食
事
券
ペ
ア
を
差
し
上
げ
ま
す

   

・
ご
希
望
の
方
は
答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話 

番
号
を 

ご
記
入
の
上
、
官
製
は
が
き
又
は

　
　

 

F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。（
応
募
締
切
は
2
月
５
日
必
着)

                                                                 

当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
下
さ
い
。

　
　

   

◆
抽
選
で
5
名
様

　
　
　葦
う
ど
ん
お
食
事
券
ペ
ア
を
差
し
上
げ
ま
す

   

・
ご
希
望
の
方
は
答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話 

番
号
を 

ご
記
入
の
上
、
官
製
は
が
き
又
は

　
　

 

F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。（
応
募
締
切
は
2
月
５
日
必
着)

                                                                 

当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
下
さ
い
。

　
　

おめでとうございますおめでとうございます 答
え…

 

地
紙
蛇
の
目

「
外
国
へ
行
き
た
い
。
そ
し
て
南
方
の
新
天
地
に
「
綿
屋
」（
西
村
の

屋
号
）
の
の
れ
ん
を
か
け
る
の
だ
」
太
郎
右
衛
門
の
夢
は
大
き
く
ふ

く
ら
ん
で
い
き
ま
し
た
。
異
国
の
地
で
成
功
し
た
西
村
太
郎
右
衛
門

の
屋
号
は
○
○
屋
で
す
。
屋
号
は
何
で
し
ょ
う
か
。

「
外
国
へ
行
き
た
い
。
そ
し
て
南
方
の
新
天
地
に
「
綿
屋
」（
西
村
の

屋
号
）
の
の
れ
ん
を
か
け
る
の
だ
」
太
郎
右
衛
門
の
夢
は
大
き
く
ふ

く
ら
ん
で
い
き
ま
し
た
。
異
国
の
地
で
成
功
し
た
西
村
太
郎
右
衛
門

の
屋
号
は
○
○
屋
で
す
。
屋
号
は
何
で
し
ょ
う
か
。

K . Kさん
M.Tさん
O .Aさん
S.Mさん
O.Mさん

池田町
中小森町
田中江町
馬淵町
出町

江
戸
時
代
初
期
の
近
江
商
人
。安
南（
現
ベ
ト
ナ
ム
）に
渡
り
巨
利
を
博
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
初
期
の
近
江
商
人
。安
南（
現
ベ
ト
ナ
ム
）に
渡
り
巨
利
を
博
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
村
家
は
近
江
佐
々
木
氏
の
一
族
よ
り
分
れ
、織
田
信
長
安
土
城
築
城
時
に
愛
知
郡
小
幡
庄
田
村（
現
東
近
江

※参考文献　近江八幡人物伝　近江八幡郷土史会刊　ウィキペディア

に
し
む
ら  

た
ろ
う
え
も
ん

前回の当選者発表

2017   Vol.20

八幡堀界隈

当
選
の
方
は
是
非
、
ゆ
っ
く
り
八
幡
堀
界
隈
を
散
策
し
て
く
だ
さ
い
！

太郎右衛門の居宅であったが安南で死亡し、七代目以後、家系は断絶し明治
に入って、近江八幡在住の建築家・ウイリアム・メレル・ヴォーリズ氏に
依頼して市では旧家を現在風（旧近江八幡警察署）に改築、現郷土資料館

西村太郎右衛門奉納額
日牟礼八幡宮
（国の重要文化財）

供
養
塔 

八
幡
公
園

葦うどん（かけうどん）

知って得して、見て得して、町の歴史

　豊
臣
秀
次
公
の
家
族
が
処
刑
さ
れ
た
の
は
三
条
河
原
の
中
洲
で
す
。1
6
1
1
年（
慶
長

16
年
）、角
倉
了
以
に
よ
っ
て
高
瀬
川
を
開
く
工
事       

が
行
わ
れ
て
い
る
と
き
に
、偶
然
発
見

さ
れ
た
石
に
秀
次
悪
逆
塚
と
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
は
1
5
9
5
年（
文
禄
4
年
）切
腹

さ
せ
ら
れ
た
豊
臣
秀
次
の
石
塔
だ
っ
た
の
で
す
。実
は
高
瀬
川
の
開
削
責
任
者
だ
っ
た
京
都
の

豪
商
角
倉
了
以
の
実
弟
吉
田
宗
恂（
医
師
）は
、秀
次
に
仕
え
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、彼
は
秀

次
事
件
へ
の
連
座
は
免
れ
ま
し
た
が
、前
年
の
1
6
1
0
年（
慶
長
15
年
）に
死
去
し
て
い
ま

し
た
。慶
長
16
年
は
宗
恂
の
一
周
忌
に
も
あ
た
る
こ
と
か
ら
、角
倉
了
以
と
浄
土
宗
西
山
派

の
僧
、立
空
桂
叔
和
尚
は
、秀
次
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
江
戸
幕
府
の
許
可
を
得
て
堂
を
営

む
こ
と
と
し
、秀
次
の
戒
名「
瑞
泉
寺
殿
高
巌
一
峰
道
意
」に
か
ら
寺
号
を
取
っ
て
、瑞
泉
寺
を

建
立
し
ま
し
た
。以
後
、瑞
泉
寺（
中
京
区
木
屋
町
三
条
下
ル
）は
4
0
0
年
間
に
わ
た
り
秀

次
事
件
に
よ
り
死
罪
と
な
っ
た
秀
次
と
連
座
し
た
一
族
・
家
臣
の
菩
提
を
供
養
し
て
い
ま
す
。

西
村
太
郎
右
衛
門
▼
ご
朱
印
船
▼
角
倉
了
以
・
瑞
泉
寺
▼
吉
田
宗
恂
▼
秀
次
公
の
侍
医

　

2/11～14



KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版
KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版京都新聞ファミリー 瓦版
KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

瓦版瓦版瓦版瓦版 トマト倶楽部

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部 お誕生日・記念日 花束プレゼント（2月の方） 3名様

花王アタック１キロ８個入り（1ケース） 　 10名様
※必ずお誕生日を明記下さい

ご
希
望
の
方
は
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
の
品
一
品
を
ご
記
の
上
、
官
製
は
が
き

又
は
F
A
X
で
下
記
販
売
所
ま
で
、
ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。

締
切
は
花
束
、1
月
31
日
迄　

 

発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

洗
剤
、チ
ケ
ッ
ト
等
は
2
月
５
日
迄　
発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊

40 名様
10 名様
60 名様

20 名様
10 名様
20 名様
30 名様
20 名様

［トマトカード番号の記入をお願いします］

〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504

2 月 14 日迄
2 月 19 日迄
3 月 26 日迄

◆村雲御所瑞龍寺
〒523-0828　滋賀県近江八幡市宮内町19-9
瑞龍寺：ＴＥＬ 0748-32-3323
交　通：ＪＲ近江八幡駅北口より長命寺行きバス
　　　    大杉町下車 　ロープウェイ乗車４分
　　   　（ロープウェイは 15分間隔で運行）
拝観料：ひとり ￥300　
◆八幡山ロープウェー
【営業時間】
9：00～ 17：00  ( 上り最終は 16:30)
【定休日】年中無休　ＴＥＬ 0748-32-0303
【料金】
おとな：片道490円、往復880円※おとな料金は中学生以上、
こども：片道250円、往復440円※こども料金は6歳～12歳
＊団体割引：一般団体・大学生・高校生・中学生・小学生以下等
ロープウェー切符売り場までお問い合わせください。

　

発行：ほのぼの通信（有）ラビットハウス 近江八幡市大杉町30-1　TEL0748-33-2914　発行責任者 髙木茂子

村雲御所瑞龍寺門跡

官
製
は
が
き

20 名様

◆村雲御所瑞龍寺

村雲御所瑞龍寺門跡村雲御所瑞龍寺門跡村雲御所瑞龍寺門跡村雲御所瑞龍寺門跡村雲御所瑞龍寺門跡村雲御所瑞龍寺門跡村雲御所瑞龍寺門跡村雲御所瑞龍寺門跡村雲御所瑞龍寺門跡村雲御所瑞龍寺門跡村雲御所瑞龍寺門跡村雲御所瑞龍寺門跡村雲御所瑞龍寺門跡

清川あさみ展   美術館「えき」KYOTO

追慕抄 九條武子  龍谷ミュージアム

ウォルター・クレインの本の仕事  滋賀県立近代美術館

京都芸大 美を語る スクラップブック

なんでもスクラップ帳

京都新聞オリジナル　トートバック白

京都新聞２０１７年度オリジナル手帳

京都新聞２０１７年度オリジナルカレンダー

村雲御所瑞龍寺門跡

むらくもごしょずいりゅうじもんせき

　1585 年（天正 13年）、豊臣秀次公によって八幡山城が築城されました。標高 271.9ｍの八幡山最頂部に本丸をもうけ、 二の丸、西の丸、出丸が配置された
一大要塞であったと推測されます。現在は石垣を残すのみですが、本丸跡には現在、村雲御所瑞龍寺門跡が建っています。秀次公の生母、智（とも日秀尼公）は
子供のない弟・豊臣秀吉に長男の秀次を養子として出していましたが、1595 年（文禄 4年）秀次は切腹を命じられ、秀次の妻子も三条河原で処刑、夫の三好吉房も流刑となりました。
　瑞龍寺は 1596 年（文禄 5年）、豊臣秀次の生母（秀吉の姉）日秀尼公により、秀次の菩提を弔うため、 このとき京都嵯峨村雲の寺地（寺領 1000 石）と「瑞龍寺」
の寺号を与えたのが後陽成天皇であり、このため瑞龍寺は日蓮宗寺院では唯一の門跡寺院となり、別名を村雲御所と称するようになりました。以後、代々皇女や公家の娘を貫首
として迎え、江戸時代には嵯峨から西陣（現在の堀川今出川付近）に移転しました。その後、1788 年（天明 8年）天明の大火で全焼し、9世・日尊尼は 1824 年（文政 7年）
から 28年の歳月を掛けて再建しました。1961 年（昭和 36年）、11世・日浄尼のとき、京都今出川堀川から秀次ゆかりの八幡山城址に移されましたが、日浄尼はその完成を見
ず遷化されました。その後、1968 年（昭和 43年）入山したのが、小笠原氏出身の 12世・日英尼です。日英尼は、以後の生涯を瑞龍寺の再建に捧げました。その後を嗣いだの
が、宝塚歌劇団卒業生であった桜 緋紗子こと 13世・日凰尼です。日凰尼は 2002 年（平成 14年）3月 20日に 89歳で遷化するまで瑞龍寺の
再建に寄与しました。14世・日澄尼までは尼僧でありましたが、現住 15世は男僧の鷲津日英貫首（枚方市最妙寺より晋山）。
現在も村雲御所瑞龍寺は日蓮宗唯一の門跡寺院です。
　豊臣秀次公の命日の 7月 15日には、瑞龍寺住職により供養が行われ市民も秀次法要に参加されます。なお秀次の胴塚は
高野山、首塚と日秀の墓と歴代の尼僧の墓は、京都の善正寺にあります。秀次の幼児妻妾たち 39人、賜死した家臣 10人の
墓と秀次の五輪の塔が京都の瑞泉寺にあります。　（6月第 1日曜日に「八幡山地蔵尊まつり」が開催されます）

◇宿泊施設も完備しています！
　　詳細は下記にお問合せください。

事業の事務所として、また打ち合わせ場所やNPO活動等の活動場所、そして週末の
趣味の場所等、スペースの使い方は人それぞれです。
co-ba OMIHACHIMAN にもう一つの自分の拠点を作りませんか？

co-ba OMIHACHIMAN  MACHIYA-CLUB
営業時間　10:00-16:00　
不定休（休業日はウェブサイトかFacebookページをご確認ください。）
http://tsukuruba.com/co-ba/omihachiman/
TEL&FAX　0748-32-4654
E-mail　coba.omihachiman@gmail.com
Facebookページ 
https://www.facebook.com/coba.omihachiman/
〒523-0826　滋賀県近江八幡市仲屋町中21
  　　　　（近江八幡まちや倶楽部内）
※酒游舘さんと旧近江八幡郵便局の向かいの建物
※駐車場はTimes駐車場（徒歩2分・最大500円/日）
    自転車、バイクは施設内に駐車可です。

2F会員用ワーキングスペース ３Fラウンジ

築300年の造り酒屋を再生した近江八幡の古き良き街並みの中にあるシェアードワークプレイス。
異なる職業や仕事を持った人々で共用の仕事場等として利用するスペースです。

屋上ラウンジ

co-ba OMIHACHIMANは、どんなワークスタイルにもご利用いただけます。
月額利用（スタンダードプラン月額5,500円）、1day利用（500円/日）など、あなたの働き方に合わせて
ご利用可能です。また、約50人規模までのイベント会場としても建物内の蔵やラウンジをご利用いた
だけます。（貸切利用2,500円/3H～）
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